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＜ Menettes ＞ 
日時：２０１２年９月１８日（火）18：30～20：20 

会場：土佐堀ＹＭＣＡ９０２号室 

司会：北村京子メネット 

担当：Ｃ班（生地、岡野、小畠、坂本、永井） 

交流事業委員会（岡野委員長、小森） 

１．開会宣言・点鐘          奥 田 時 夫 会 長 

２．ワイズソング           一 同 

３．ゲスト紹介            司 会 者 

４．聖句朗読・メッセージ      坂本冨子メネット 

５．食前感謝            坂本冨子メネット 

６．晩餐と歓談           一 同 

７．ゲストスピーチ         大阪ＹＭＣＡ職員 

人権問題について         鍛 治 田 千 文 様 

８．ファンドオークション       

９．ＹＭＣＡニュース           小畠英恵連絡主事 

10. インフォメーション             岩 原 義 則 書 記 

11. 誕生日・結婚記念日         奥 田 時 夫 会 長 

12. ニコニコ                 司 会 者 

13. ＹＭＣＡの歌                   一 同 

14. 閉会宣言・点鐘           奥 田 時 夫 会 長 

 

例会プログラム 

http://page.freett.com/tosabory/ 

オリンピックに思う 
 メネット 北村 京子 

 
ロンドンオリンピックでは過去最多の 38 個のメダルを取

得した。個人のメダルは勿論のこと、団体戦での女子の活躍

が凄かった。28 年ぶりの女子バレーの銅メダル。サッカー

はおしくも銀。男子は一歩届かなかったけれど大健闘。卓球、

アーチェリー、体操、水泳の日本の活躍は男女共に銀、銅と

ダブル受章を成し遂げた。毎夜、寝不足ながら応援していま

した。国内では消費増税法案の採決を前に国会が緊迫。経済、

領土問題、いじめ等々不安山積みの中、日本に活力と元気を

与えてくれたのではないでしょうか。みんなで力を合わせる

と凄いパワーが発揮できるのですね。感動しました。帰国後

の凱旋パレードでは 50万人もの人たちがその栄光を称え歓

喜をあげていた情景に強い絆を感じました。私もワイズメン

ズクラブメネットの一員として微力ながらボランティア活

動に参加し、支援をさせて頂いています。これからも一丸と

なって幸福の輪を広げましょう。 
 
追記 8月初旬、長年交流していただいた大先輩、彦根シ 

ャトークラブ正村公一メン、また土佐堀クラブ只野 
準一メンが天に召されました。とても淋しく思いま 
す。心よりご冥福をお祈りいたします。   合掌 

９月の強調テーマ 〈 Menettes 〉 

各クラブ役員は例会にメネットを誘いましょう。 
Have Fun With Menettes（メネット共に楽しく） 

野村靖子メネット事業主任（名古屋東海） 

To acknowledge the duty that accompanies every right 
 

９月 

●ク ラ ブ（主 題） “Let’s become shining Y’s Men!” 

                   「輝くワイズメンになろう！」                      奥田 時夫 会長 

●国 際（主 題） “Be the light of the world” 

「世を照らす光となろう」                    Philip Mathai（インド） 

●ア ジ ア（主 題） “ Years bring wisdom” 

            「歳月はY’sをワイズ（賢者）にする」                 Oliver Wu（台湾） 

●西日本区（主 題） “Let Y’s men Light Shine before Others In the club, in the community, in the world” 

            「先頭に立ってワイズの光を輝かそう クラブで、地域で、国際社会で」成瀬 晃三（名古屋) 

●中 西 部（主 題） “Let’s nurture Y’s dynamic spirit!” 
                    「ワイズの活力を育てよう」               江見 淑子（大阪なかのしま） 

主 題 

聖 句 
あなたは、年が若いために人に軽んじられてはならない。むしろ言葉にも、行状にも、愛にも、信仰にも、 

純潔にも、信者の模範になりなさい。               テモテへの第一の手紙 第4章 12節 



 

  
ない。鳴門金時の大収穫の夢があるからこそ、作業にも熱
が入る。奥田会長とメネット、生地メン、北村メン、小森
メンはどんな思いで草と戦っていたのであろうか。推して
知るべし。除草前と除草後の写真が、この日の作業がどん
なものであったのかを雄弁に物語っている。 
 

  

例会報告 

岩原 義則 

 毎年恒例の「翔」における納涼例会の報告をします。 
例会に先立ち今月逝去された只野準一ワイズへ全員で黙祷
を捧げたあと、開会となりました。 
ノルウェーで行われた国際大会の話など、いつもながらの

インターナショナルな雰囲気の中、メインイベントは、石田
由美子ワイズ（西日本区交流事業主任・宝塚クラブ）を講師
に迎え、ワイズの交流についてのお話と、関学三田キャンパ
ス・フラサークル「マハロ」に所属する学生の皆様と共にフ
ラダンスとそのミニレッスンが行われました。演目の中には
只野準一メンへの追悼の意を込めた石田メンによる祈りの
フラが捧げられました。 
 「マハロ」とはハワイ語で、ありがとうという意味と聞き
ました。初めて司会をつとめさせて頂きましたが、40 名以
上のゲスト・ビジターが御出席され、大いに盛り上がったと
おもいます。多大なるサポートと励ましと多くのゲスト・ビ
ジターの皆様のおかげです。まさに「マハロ」な例会であり
ました。 
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役員会報告 

岩原 義則 

日時：2012年 8月 28日（火）18:30～ 場所：奥田事務所 
出席者：奥田会長、岩田、岡野、工藤、小森、牧口、水口、 

岩原（書記） 
報告事項 
1.８月クラブ納涼例会[8 月 21 日（火）ラウンジ「翔」、会
費:5000 円］出席者:メンバー14 名、メネット 2 名、ゲス
ト 17名、ビジター10名、メーキャップ 0名。出席率:14  
/16= 87.5％ 担当：B班（岩原、北村、小森、水口） ニ
コニコ：18,015円、トスファンド：17,300円/10,000円 ※
8月度TFは、東日本大震災支援、フィリピン水害支援に
1/2ずつ献金する。 

2 クラブ年表作成委員会を立ち上げ、委員長に生地ワイズ
が推薦された。 

3  大住畑：水遣り、雑草抜きの当番制は順調 
4 大阪YMCAからの支援要請、九州北部豪雨災害に対し、
クラブから 10,000 円を献金する。（YMCA 同盟から支援
要請がきていますが、大阪YMCAを通して支援します） 

協議事項 
1 9 月例会［9 月 18 日（火）18:30〜21:00、大阪 YMCA
会館 902 号］ 担当：C 班（岡野、永井、生地、坂本、
小畠）内容：ゲストスピーカーに大阪YMCA国際専門学
校副校長 鍛治田千文さん、表現コミュニケーション学
科を通して「いじめ」についてのお話し。 

2  9月第 2例会（役員会、ブリテン委員会）［9月 25日（火） 
18：30～21：00 奥田事務所］ 

3 YY フォーラム［9月 1日（土）13：30～16：30 大阪
YMCA会館 3F］ 出席者：岩田、岡野、奥田、工藤、永
井、灰谷、水口の各ワイズ 

4 中西部会［9 月 15 日（土）14：00～17：00 ホテルグ
ランヴィア］ メネットアワー11：30～13：30、中西部
会 14：00～17：30 登録費 メン、メネット 6.000円 メ
ネットアワー1.500円、出席者：岡野、奥田、北村、北村
(メ)、工藤、小森、永井、灰谷、水口の各ワイズ 

5 西日本区任命状 岡野ファンド主任、小森 2000 推進チ
ーム委員、奥田LD委員 

6 東日本大震災復興支援プロジェクト［2013年 2月 23日
（土）11：00～15：00］ クラブとしての支援方法 

7 只野準一ワイズ偲ぶ会  
    

８ 月 

流れる汗が大収穫をもたらす！ 
－炎熱下の大住農園除草作戦－  岩田 晋 

 
7 月の最後の週末となった 29 日は朝からジリジリと太陽

が照りつける、いつ熱中症になっても不思議ではないと思わ
れるほどの真夏日だった。恐らくこんな日は農家の人も農作
業の手を休めるであろうという、およそ、農作業とは縁遠い
日に、土佐堀ワイズが誇る農園の除草作戦が開始された。JR
駅前でピックアップしてもらおうと期待していた車両は到
着が遅れそうな気配、止むを得ず農園に向かって歩き始めた
緩やかな登り道だが、汗は遠慮なく噴出して来る。こんな序
章で始まった除草作戦は、まさに暑さとの戦いであった。雑
草は畑の畝が見えないほどにまで伸びきっている。この光景
を見た途端、この日の作業に手を挙げた自分が恨めしく思え
た。しかし、いまさら逃げられないと覚悟を決め、作業に入
る。想像を絶する暑さの中での作業の苦しさは文字では表せ 
 

午前10時 除草前        正午 除草作業終了 
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五十九年ぶりに里帰りを果たした K さんが通った安良小学校の玄

関近くに高さ90cmほどの記念碑があります。Kさんを学校へご案内し

た時は全く気づかなかったのですが、正面には「植樹紀念樹」とあり、

その来歴が、また、背面には記念植樹の年月日と廣島県福山市の住所

が刻まれています。それによれば、戦前、この学校に奉職したＦ先生

が 1995 年 9 月、教え子たちから招待を受け、戦後初めてこの学校を

訪問された折に記念植樹が行なわれたことがわかります。K さん一家

の出身地が同じ福山市であるという奇縁、また、K さんの母校である

この学校の戦前の状況を詳しく知りたく思い、後日、福山市の住所へ

手紙を出したところ、すぐ返事が来て「主人は5年前に病没しました」

と。数日後に訪ねた福山市のご自宅は駅からバスで２時間、渓谷沿い

の静かな山里にありました。通された座敷には安良小学校の大きな写

真が飾ってあり、「主人はいつもあの学校のことを話してくれました。

あの学校が本当に好きだったようです」と語る奥様の言葉に思わず胸

が熱くなりました。1995年にご夫婦で訪韓された時は、全羅南道から

400km も離れた金浦空港までの出迎えに始まり、帰国するまで、教え

子たちが絶えず付きっきりで大変に気を遣ってくれたと言います。安

良での歓迎会には大勢の教え子が集まりました。記念樹碑はご夫妻の

訪韓後に建てられたものらしく、奥様は全くご存じありませんでし

た。後日、私が韓国を訪ねた折、再びこの学校を訪ねて記念碑の拓本

を採り、福山市のご自宅へお送りしましたが、これが縁となって、お

互いに連絡を取り合うようになりました。そして、五年後に思いも寄

らない展開となり、人と人の出会いの不思議さを改めて知ることにな

ります。次月号でお話しします。 

＜アンニョンKOREA＞     岩田 晋 
～韓国の石に見る日本～ 

記念樹碑が結ぶ奇縁(1)  
        －全羅南道の小学校でー 
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国際大会報告No.2 
8月 2日～5日にノルウェー・スタバンゲルにて開催された第

70回国際大会について先月号に引き続き報告します。今回の

大会には世界約 40ヶ国から約 750名の参加がありました。日

本からは東西の区から 110 名近い参加があり、開催国ノルウ

ェー、隣国デンマークにつぐ大代表団となりした。会場はス

タバンゲルの港から少し離れた所にあるホテルを隣接したス

タバンゲル・フォーラム国際会議場です。白鳥が泳ぐ美しい

湖畔の公園がすぐ近くにあり北欧の自然豊かな会場でした。  
国際議会 

国際大会の前に国際議会が 4日間にわたり開催され、国際役

員と 21 名の国際議員によって多くの議題について協議され

ました。今後のワイズ運動に関する大きな改革案が話し合わ

れました。  
ユースコンボケーション 

国際大会と並行して国際ユースコンボケーションも開催され

各国の若者によるプログラムが盛り上がっていました。日本

からも東西の区の支援を受け15名のユースが参加しました。  
開会式・フラッグセレモニー・国際役員就任式 

国際大会の名物はやはり 70 ヶ国以上の国々の国旗入場セレ

モニーでしょう。それぞれの誇りを胸に国旗を掲げて入場す

る旗手たちの姿は毎回感動を呼びます。今回はとくに初参加

の東エルサレムの国旗手に多くの注目が集まりました。（写真

上）また国際役員就任式ではインド式のスタイルで役員にシ

ョールが授与されその栄誉を称えました。（写真下） 
 

 

  

東エルサレムの旗手を務めたWafa Kazmiさん 

左からポール・トムセン次期国際会長、フィリップ・マタイ国際会長、

フィン・ペデルセン直前国際会長、エリック・ブロウム国際会計 
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■ＹＹフォーラム 
日時： ９月 １日（土）１３：３０～１６：３０ 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館３Ｆ 

 
■第２３３回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 
日時： ９月２１日（金） ７：３０～ ８：３０ 
場所： 大阪ＹＭＣＡ会館１０Ｆチャペル 
証し： 恵美奈 博光さん （大阪サウスクラブ） 

 
■大阪ＹＭＣＡ創立１３０周年 記念シンポジウム 
日時：１０月２７日（土）第１部 １３：００～ 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館 
内容：記念シンポジウム（大阪ＹＭＣＡ会館９Ｆ） 

East Asia Urban Network 締結式 
130周年記念礼拝（大阪ＹＭＣＡ会館１０Ｆ） 
130周年記念パーティ（ザ･リッツカールトン大阪） 

ＹＭＣＡニュース 

＜今月の題字写真＞ ワタスゲ 今年の 8月 13日に栂池
自然園で撮影しました。大阪では酷暑が続いていましたが、
栂池自然園は標高が 2000ｍありとても涼しく散策できま
した。ワタスゲがこんなに咲いているのを初めて見ました。
花と思われがちな白い綿毛は種子の集まりで、風に吹かれ
て飛散します。        （撮影・文：奥田会長） 

13日 北村 詔四     14日 今村 良子    

15日 只野 美保     18日 福永 勝 

▽ ９月の予定 

▽ １０月の予定 

▽ ９月のお誕生日 

８月例会出席者数 
メンバー   14 名 

メネット    2 名 

コメット    0 名 

ビジター    10 名 

ゲ ス ト   17 名 

出席者合計  43 名 

８月例会出席率 
会員例会出席者 14 名 

メーキャップ  0 名 

合  計   1 名 

現会員数   18 名 

出席率対象数 16 名 

出 席 率  87.5％ 

Ｂ Ｆ 
切 手    0 pt 

現 金    0 pt 

 

 

 

今期合計  0 p t 

ニコニコ 
8月分   18,015円 

 

 

 

 

今期合計 36,168 円 

TOSファンド 
8 月分      0 円 

今期累計 10,000 円 

*8月17,300円は東日本大震災 

・フィリピン水害支援に献金 

 

残高合計  1,251,844円 

16日(火)クラブ例会(18:30～)     土佐堀YMCA902号室 

23日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 

23日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

15日(土)中西部会(14:00～)    ホテルグランヴィア大阪  

18日(火)クラブ例会(18:30～)     土佐堀YMCA902号室 

25日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 

25日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

 

編集後記 8 月 7 日納涼例会実行委員会の最中、只野さん
の訃報。お別れ会の翌日の例会は大盛況の内に終わりまし
た。きっと我々若手仕切りの会に心配で参加して下さった
のでしょう。今日の役員会もいらっしゃいますか。（光） 

 
只野準一ワイズご逝去 

                
 大阪土佐堀ワイズメンズクラブ会員 只野準一様 （満
53歳）には本年2月より入院され、病気療養中でしたが、
8月7日（月）午後6時48分ご逝去されました。謹んでお
知らせいたします。 

 

 
とさぼりサマーセミナー2012 

               工藤 義正 
 7月22日（日）、大阪ＹＭＣＡ会館にて「とさぼりサマー

セミナー2012」が開催され、20 の講座に述べ400 名近い子

供たちとその家族が参加しました。今回、実行委員会は亡

くなられた只野さんが委員長で１月にスタートしました

が、２月初旬に入院され、急遽、バトンを引き継ぎました

実施にあたっては多くのワイズメン・メネットやＹＭＣＡ

スタッフや学生など大勢のボランティアのご協力をいただ

き、あらためて感謝いたします。７月下旬、只野さんに今

年も成功裏の内に終了できたと報告したところ、ホッとし

たように「ありがとうございました」と言っていただき、

わたしも肩の荷が下りたように思いました。 

▽ ９月の結婚記念日 該当はありません 

 
只野準一ワイズお別れ会 

8月20日大阪教会に於いて只野準一ワイズのお別れ会の

時を持ち、380名を超える弔問客で大阪教会大聖堂は立錐

の余地もありませんでした。祈祷の中で只野さんが生前、

岡村牧師に大阪教会で葬儀式を希望していることを告げて

おられ、「希望通りにお別れ会を叶えた」とのお話しを聞き

ました。最後まで治療に専念し生きる望みを捨てていなか

ったことは、お見舞いに行くごとに強く感じました。死を

覚悟してからも家族を思い、友人を思い、その心の内は計

り知れなくつらいものがあったことと思われます。只野さ

んと6月21日最後の酒席を持てたことは本当に嬉しかった

のですが、心残りは約束の後1回が不履行です。奥田時夫 

 


